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口
の
町
外
流
出
の
抑
制
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

な
お
、
豊
頃
南
町
に
造
成
し
た
分

譲
地
は
、
平
成
26
年
度
で
全
て
完
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
分
譲

地
の
造
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

町
有
バ
ス
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
運
行
後

６
年
を
経
過
し
、
町
民
の
足
と
し
て

定
着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
利
用
者
の
要
望
に
対
応
し
な
が

ら
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
方
々

に
対
す
る
町
外
病
院
等
へ
の
交
通
確

保
も
含
め
、
運
行
車
両
を
総
合
的
に

運
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
住

民
に
と
っ
て
不
便
の
な
い
地
域
公
共

交
通
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
と
環
境
保
全
対
策

一
般
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
は
、

そ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
十
勝
環
境

複
合
事
務
組
合
に
加
盟
し
、
中
間
処

理
お
よ
び
最
終
処
分
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
廃
棄
物
の

適
正
処
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
主
と

し
た
循
環
型
社
会
の
構
築
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
資
源
ご
み
の

搬
出
促
進
を
目
的
に
開
始
し
た
「
資

源
ご
み
集
団
回
収
活
動
助
成
事
業
」

を
積
極
的
に
奨
励
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

意
識
の
啓
蒙
と
再
資
源
化
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

葬
斎
場
の
整
備

平
成
27
年
度
に
実
施
設
計
を
終
え

た
新
葬
斎
場
建
設
事
業
は
、
本
年
度

本
体
工
事
に
着
手
、
年
度
内
供
用
開

始
を
見
込
み
、
清
潔
で
安
ら
ぎ
の
あ

る
人
生
の
終
焉
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

消
費
者
被
害
対
策

多
発
し
て
い
る
様
々
な
消
費
者
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
広
報

紙
や
出
前
講
座
等
に
よ
る
情
報
提
供

や
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
相
談

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
で
す

が
、
交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
快

適
な
社
会
の
実
現
は
、
私
た
ち
の
願

い
で
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
各
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
交
通
安
全

運
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
年
度
は
５
年
ご
と
に
策
定
さ

れ
る
交
通
安
全
基
本
計
画
の
策
定
初

年
度
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
新
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
粘
り
強
く
交
通

安
全
対
策
の
取
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

豊
か
な
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

農
業
振
興

農
業
振
興
で
す
が
、
畑
作
に
お
い

て
は
、
十
勝
川
最
下
流
に
あ
っ
て
厳

し
い
土
地
・
気
象
条
件
に
あ
る
本
町

で
は
、
湿
害
に
強
い
農
業
の
確
立
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地

区
割
に
よ
り
計
画
的
に
継
続
実
施
す

る
道
営
土
地
改
良
事
業
や
農
協
と
連

携
す
る
緊
急
農
地
基
盤
整
備
事
業
な

ど
の
単
独
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
明
暗
渠
排
水
施
設
な
ど
の
農

地
基
盤
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
継
続
し
、
農
村
環
境
、
水
源

涵
養
や
自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る

地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
畜
産
基
盤
の

整
備
を
図
る
た
め
に
公
社
営
事
業
で

あ
る
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
並
び
に
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
資
材

高
騰
対
策
と
し
て
の
家
畜
飼
養
用
水

緊
急
支
援
対
策
事
業
や
良
質
な
自
給

飼
料
の
確
保
を
図
る
た
め
の
酪
農
畜

産
生
産
基
盤
強
化
事
業
に
取
り
組

み
、
畜
産
経
営
の
維
持
・
安
定
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
堆
肥
利
用
高
度
化
緊
急
支

援
対
策
事
業
や
簡
易
堆
肥
盤
整
備
事

業
を
実
施
し
、
耕
畜
連
携
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
多
面

的
機
能
を
有
す
る
森
林
が
、
本
町
の

農
・
漁
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
そ
の
永
続
性
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
積
極
的
な
造
林
を
未
来

に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業
や
産

業
振
興
事
業
に
よ
り
民
有
林
の
造
林

を
奨
励
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
有
林
に
お
い
て
も
造
林

や
保
育
事
業
な
ど
を
計
画
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
事
業
展
開

に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た

め
、
林
道
開
設
事
業
を
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や

生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
環
境
に
調

和
し
た
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
実

現
の
た
め
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
森
林
認
証
の
取
得
に
よ
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
地
域
全
体
の
森
林

資
源
の
保
全
と
と
も
に
、
地
域
材
の

ブ
ラ
ン
ド
化
・
価
値
の
向
上
を
図
り
、

管
内
市
町
村
お
よ
び
森
林
組
合
と
連

携
し
、
森
林
経
営
の
安
定
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農
林
業
被

害
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
も
猟

友
会
豊
頃
部
会
の
協
力
に
よ
り
、
有

害
鳥
獣
駆
除
お
よ
び
エ
ゾ
シ
カ
の
一

斉
駆
除
を
積
極
的
に
展
開
し
、
被
害

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
、
大
津
漁
港
は
長
期
整
備
計
画

に
よ
り
防
災
・
減
災
機
能
を
有
す
る

船
揚
場
の
嵩
上
げ
と
と
も
に
、
新
た

な
上
架
施
設
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
施
設
の
早
期
完
成
・

供
用
開
始
に
向
け
、
漁
協
等
関
係
団

体
と
連
携
し
要
望
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

昨
年
、
気
象
被
害
を
受
け
ま
し
た

主
要
漁
業
で
あ
る
サ
ケ
定
置
漁
業
に

お
い
て
、
本
年
の
漁
業
生
産
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
漁
協
が
実
施
す

る
単
独
融
資
に
対
し
利
子
補
給
を
す

る
ほ
か
、
漁
業
経
営
近
代
化
促
進
事

業
に
つ
い
て
、
本
年
度
に
事
業
が
完

了
す
る
よ
う
取
り
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
資
源
増
大
に
向
け
た
サ

ケ
増
殖
事
業
や
近
年
資
源
が
漸
増
傾

向
に
あ
る
マ
ツ
カ
ワ
の
種
苗
中
間
育

成
事
業
に
対
し
積
極
的
に
支
援
す
る

な
ど
、
沿
岸
漁
業
資
源
の
維
持
増
大

を
図
り
、
永
続
的
な
漁
業
の
振
興
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

用語の解説

◆地方交付税
町が標準的な行政を運営す
るのに必要な財源を国が保
障するため、一定の基準で
交付

◆国・道支出金
国や道の基準に従って行っ
た事業に対して受ける国や
道からの補助金

◆町債
町が大きな建設事業などを行
う際に、長期間にわたって
利用することができ、多額の
費用が必要な時に借り入れ
る長期的な借金

◆繰入金
基金や積立金を取り崩して
財源に充てるお金

◆諸収入
預金利子や国、道の受託
事業収入、給食費等

◆公債費
借入金の元金、利子の支払
いに要する経費

◆総務費
全般的な管理事務、税務、
戸籍、財産の維持管理等
の経費

◆民生費
高齢者や障害者に対する社
会福祉、保育所の運営管
理などの児童福祉等、安定
した社会生活に必要な経費

◆衛生費
ごみ、し尿処理、保健指導
等、健康で衛生的な生活環
境を保持するための経費

◆農林水産業費
農業、林業、水産業振興
のための経費

◆商工費
商工業・観光振興のための
経費

◆土木費
道路、住宅、各施設の新
設および維持に要する経費

◆消防費
東十勝消防事務組合負担
金や災害対策のための経費

◆教育費
小・中学校、給食センター、
総合体育館、える夢館の管
理運営等、教育・文化に関
係する経費

歳出前年度比較（万円）
款 前年比

議 会 費 △ 346
総 務 費 4,800
民 生 費 △13,018
衛 生 費 18,780
農林水産業費 1,844
商 工 費 3,842
土 木 費 18,539
消 防 費 △ 196
教 育 費 1,690
災害復旧費 0
公 債 費 1,772
予 備 費 0
計 37,707

町税
4億3,664万円

地方交付税
22億3,502万円

使用料・手数料
8,993 万円

諸収入
1億1,369万円

財産収入・繰越金・寄附金
4,917万円

繰入金
1億 6,597 万円

分担金・負担金
1億1,366万円

譲与税・交付金
1億5,650万円

町債
6億7,140万円

国・道支出金
7億8,115万円

【内訳】
　議会費	 6,316万円
　災害復旧費	 5万円
　予備費	 100万円

その他
6,421万円

総務費
6億7,919万円

民生費
7億0,825万円

衛生費
4億4,313万円

農林水産業費
4億5,041万円

公債費
5億5,090万円

土木費
11億0,036万円

消防費
2億5,427万円

教育費
4億1,262万円

商工費
1億4,979万円

48億1,313万円
歳入予算総額

依存財源
82.2％

一般会計当初予算概要

自主財源
17.8％

歳出予算総額
48億1,313万円
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